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1 QS-130016 - VE 固まる簡易舗装材 カタマSP
鉄鋼スラグを用いた散水・転圧で固まる簡易舗装
材

技術概要 2 説明資料 3

2 KT-180128 - A
ドレインベルト及びドレインパ
イプを利用した土木排水システ
ム

ドレインベルト及びドレインパイプ利用した土木
排水資材

技術概要 11 - -

3 HK-170009 - VR S・シールド 鋼管型落石防護柵 技術概要 13 説明資料 15

4 KT-210075 - A 伸長ピン 枠組足場の層高かさ上げ部材 技術概要 28 説明資料 30

5 KT-220240 - A
掘削状況3D管理アプリ ちかデジ
(旧称：しくつ君)

掘削状況の写真・動画をWebアプリに投稿すること
で3Dモデルを作成する技術

技術概要 44 説明資料 46

6 QS-150017 - VE
コンクリート構造物の断面修復
材料「ゴムラテシリーズ」

プレミックス型超速硬ポリマーセメントモルタ
ル・コンクリート

技術概要 60 説明資料 62

7 KT-200141 - A LDis-Dy工法 大口径型低変位超高圧噴射攪拌工法 技術概要 70 説明資料 72

8 TH-180010 - VE
コンクリート充填管理システム
「ジュウテンミエルカ」

薄型シート状センサを利用して広範囲のコンク
リート充填状況を容易に可視化する充填締固め管
理システム

技術概要 83 - -

9 CB-200010 - A
遠隔操作草刈機・集草機
（CRAWLER）

傾斜35度から42度の草刈・集草の効率化 技術概要 85 説明資料 87

10 KT-220058 - A
アルカリ法面緑化用液状中和剤
「ドクターペーハー液剤」

アルカリ性土壌で築立された法面緑化のための液
状の中和剤

技術概要 93 説明資料 95

11 KT-220061 - A フォームサポート工法
EDO-EPSブロックと発泡ウレタン等を併用して橋梁
（桁下）を補強する中詰め工法

技術概要 98 説明資料 100

12 CG-160013 - VE
けい酸塩系表面含浸材CS-21ネ
オ

新設コンクリート構造物の表面保護 技術概要 119 説明資料 121

13 KT-220087 - A
自立強度型 圧力管更生 チュー
ブテックスＲ工法

老朽化した圧力管路の強度を復元する更生工法 技術概要 134 説明資料 136

14 KT-230050 - A
保全カレンダー型機械設備管理
システムFLiPS

現場の各種機械設備に対する保全業務の計画と管
理をカレンダーベースで管理可能なシステム

技術概要 145 説明資料 147

15 CB-170021 - VE
伸縮装置及び床版防水の一体化
工法(ARCHIST ONEPIECE-GEL
SYSTEM工法)

アスファルト乳剤の同系材料を使用することで伸
縮装置及び床版防水を一体化して施工する工法

技術概要 157 説明資料 159

16 KK-220072 - A GGRW工法
橋梁のコンクリート床版上のアスファルト舗装工
事における床版補強防水工法

技術概要 186 説明資料 188

17 KT-220212 - A
屋外長距離用無線アクセスポイ
ント「ホップワイドLAN」

高利得アンテナとアクセスポイントを一体化した
屋外長距離用無線LANシステム

技術概要 193 説明資料 195

18 KT-170003 - VE
JETCRETE(ジェットクリート)工
法

強度や改良径、形状等を任意に設定できる高圧噴
射撹拌工

技術概要 203 説明資料 205

19 QS-210051 - A 省スペース設置対応伸縮装置 省スペースで高い止水性の鋳鉄製伸縮装置 技術概要 214 説明資料 216

20 HK-160018 - VR テラグリッド補強土工法 凍上や塩害に強い補強土工法 技術概要 238 説明資料 240

21 KT-190005 - A 蒸気圧破砕薬用IC段発着火具
非火薬蒸気圧破砕薬(ガンサイザー)用IC段発着火
具による多段並びに低振動破砕

技術概要 251 説明資料 253

22 KK-220042 - A 鋼板腐食検査器
極低周波渦電流探傷法非破壊検査による腐食検査
器

技術概要 264 説明資料 266

23 KT-230023 - A
LTE搭載遠隔臨場スマートグラ
ス「InfoLinker3」

音声コマンド操作可能なハンズフリーLTE搭載ス
マートグラスを用いた遠隔臨場システム

技術概要 275 説明資料 277

24 KT-220179 - A KOLC+　4D工程表
「BIM/CIMモデル」と「工程表（ガントチャー
ト）」を連携し、クラウド上で4D施工シミュレー
ションを共有できるサービス

技術概要 284 - -
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担当部署 高機能品営業部

担当者 菊地　雄輝

NETIS登録番号 KT-190005-A 電話番号 03-3436-1224

会社名等 日本工機株式会社 MAIL info@nippon-koki.co.jp

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

　建設業において土木工事や建築工事を行う場合、岩盤・岩石の掘削やコンクリート

構造物の解体を伴うケースがあります。これらの掘削や解体については、周辺環境に

配慮した工法で行うケースが増えており、近隣に民家や構造物がある場合は振動影響

を考慮した工法が求められています。

　弊社は上記解決策の一つとして「非火薬」「瞬時に破砕」「低振動」を特徴とした

「蒸気圧破砕薬ガンサイザー®（KT-990072-V）」を補助工法として提案しておりますが、

近年はさらに低振動かつ効率的な方法が求められるようになりました。

　そこで「蒸気圧破砕薬ガンサイザー®」の低振動効果を最大限に活用するための

着火装置として蒸気圧破砕薬用IC段発着火具を開発致しました。

２．技術の内容

　岩盤・岩石・コンクリート等を低振動に破砕するためのIC延時回路付き着火装置。

蒸気圧破砕薬ガンサイザー®に取り付けることで、従来よりも低振動破砕が可能です。

３．技術の効果

　従来着火具は着火薬量に応じて単純に振動値が大きくなりますが、蒸気圧破砕薬用

IC段発着火具は時間差をつけて破砕薬を分割着火することにより振動が低減します。

４．技術の適用範囲

・市街地や既設構造物近傍、ビル解体工事等の屋内でも施工可。（ただし使用条件による）

５．活用実績（2023年10月6日現在）

国の機関　15　件（九州　2　件、九州以外　13件）

 自治体　　16　件（九州　12　件、九州以外　4件）

  民間　　　11　件（九州　3　件、九州以外　8件）　

技 術 概 要　

蒸気圧破砕薬用IC段発着火具技術名称

従来品 蒸気圧破砕薬用IC段発着火具
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６．写真・図・表

蒸気圧破砕薬用IC段発着火具 カタログ

蒸気圧破砕薬ガンサイザー🄬H カタログ
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鉄鋼等の金属構造物の内部や裏面までも検査できる新しい検査器です。

低周波の磁場を印加し、磁気センサで検出することにより、超音波では困難であっ

た錆や貝殻、ライニングカバーの上からでも鋼板の減肉を推定できます。

上記の理由によりケレン処理が必要ないため、迅速に検査ができます。

鋼板腐食検査器 SPEC-01（スペックワン）

検査対象： 鉄鋼構造物の鋼板の板厚

（腐食による減肉板厚等）

検査原理： 極低周波渦電流探傷法(ELECT)

NETIS登録番号
KK-220042-A

主なスペック

 検査可能板厚： 20mm以下

 検査可能リフトオフ： 最大60mm

検査可能水深： 20m

特徴
・ 非接触で鋼材等の金属の腐食による減肉を

  検査可能

・ 貝や錆の上からでも検査可能

・ 水中、気中問わず検査可能

・ 表面の前処理の必要がなく数秒で検査可能
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■ 標識柱や照明柱などの鉄鋼構造物の地際下の腐食度合いを磁気的に推定で

きるスクリーニング用の検査器です。

 ■磁気センサを斜めに配置したプローブにより、地際下の腐食を開削なしに

検査できます。

■ ２つの磁気センサを用いることにより地際下の腐食度合いと、裏面腐食や

リブの有無を推定することができます。

 ■ 検査個所ごとの測定時間は数秒と迅速な検査が可能です。

地際腐食検査器 ZGY-01（ジギーワン）

検査対象： 道路付帯物（金属標識柱・金属照明柱等）

 の腐食による減肉板厚

検査原理： 極低周波渦電流探傷法(ELECT)

NETIS登録番号
KK-220042-A

主なスペック

 検査可能板厚： 6mm以下

 検査範囲： 幅、30mm 地際下、40mm

 対応可能保護材厚：5mm以下

特徴
・ 地表から地際下の腐食を検査可能

・ 表面の前処理の必要がなく数秒で検査終了

問い合わせ担当者：要 孝明  Mail:kaname@actuni.co.jp TEL:06-6612-8502
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鋼板腐食検査器

1

検査器本体
プローブ

2

鋼板腐食検査器
SPEC-01

地際腐食検査器
ZGY-01
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3

鋼板腐食検査器
SPEC-01

4

SPEC-01

鋼矢板等の表面にある貝などの付着物を除去せず、
その内側にある鋼矢板等の腐食検査を行える検査器
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5

SPEC-01

従来型 ケレン処理前提
超音波式 厚み計

新技術活用
鋼板腐食検査器 SPEC-01

点検イメージ

腐食(板厚) △
貝や錆の付着物のケレン処理必要
腐食凹凸により
測定困難な場合もある

○
貝や錆の付着物のケレン処理なしに
腐食による減肉板厚検査可能

接触必要性 × 接触必要 ○ 非接触

錆・保護材
の影響

×
錆の除去無しでは検査
不可あるいは誤差が大
保護材の上からは不可

○

錆・保護材の上からも
検査可能
（ただし磁性体の保護材がある場合は不可）

錆を落とさず検査 貝錆を落とさず検査
ケレン処理

超音波板厚計にて検査

6

SPEC-01 検査の流れ

・キャリブレーション

・検査

超音波プローブ

検査プローブ

腐食
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7

SPEC-01 ソフトウェア画面

8

検査ログ

画像データ 詳細データ

SPEC-01 保存データ
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•検査板厚：～28mm
•検査距離：～60mm
•検査範囲：プローブ外径と同等
•検査時間：4～22秒(検査対象の設計板厚による)

9

SPEC-01 仕様

10
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ZGY-01

照明柱などの鉄鋼構造物の地際下の腐食度合いを
磁気的に推定できるスクリーニング用の検査器

12

ZGY-01

従来型 開削前提
超音波式 厚み計

新技術活用
地際腐食検査器 ZGY-01

点検イメージ

腐食(板厚)度 △
腐食凹凸により
測定困難

○

埋設（コンクリート，アスファルト，土等）状態に
関係なく
腐食状況把握が可能

接触必要性 ×
接触必要
（開削が必要）

○ 非接触（非開削）

錆・塗装
の影響

× 錆・塗装の除去無しでは誤差が大 ○
錆・塗装の除去不要
保護材上からも検査可能

超音波厚み計にて計測 極低周波渦電流探傷法(ELECT)
を用いた腐食検査

開削
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・キャリブレーション

ZGY-01 検査の流れ

・検査

検査プローブ検査対象物

地面
10cm以上

14

ZGY-01 ソフトウェア画面
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検査ログ

減肉分布データ 詳細データ

ZGY-01 保存データ

画像データ 検査ログ

•検査板厚：～6mm
•検査範囲：検査プローブ先端から40mm
•検査時間：2秒

16

ZGY-01 仕様
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ご清聴ありがとうございました
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ウエストユニティス株式会社

変わる世界、ウエストユ二ティスが変える現場

V3.0

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 2

CONFIDENTIAL会社と製品の沿革

20年の開発実績と特許取得に裏付けされた確かな技術

1980’s 1990’s 2000’s 2010’s

紙マニュアル制作 動画マニュアル制作 ソフトウェア開発 ハードウェア開発

2020’s

次世代HW/SW開発・販売

クラウドサービス開発

世界でも数少ないスマートグラス専業メーカー
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CONFIDENTIAL

スマートグラス …

スマートグラスの定義

視界を遮らない小型のディスプレイとカメラを頭部に装着する
ウェアラブルコンピュータ

現実世界 仮想世界

データや画像により
現実世界を拡張表示

現実視野は遮断し、
仮想デジタル空間表示

A R V RM R

遠隔作業支援

作業ナビゲーション

技能伝承

メタバース

遠隔ロボット操作

アミューズメント
位置連動

情報検索・参照

（没頭型）ヘッドマウントディスプレイ
VRゴーグルスマートグラス （透過型）ヘッドマウントディスプレイ

ARグラス

設計検証

教育医療

観光

産業向けに特化

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 4

CONFIDENTIAL

項目 活用の効果 比較の根拠

経済性
向上

（20.37％）
移動や準備、待ち時間等が減少するため、経済性が向上する。

工程
短縮

（66.67％）
移動時間や待ち時間が大幅に短縮されるため、工程が短縮する。

施工性 向上 移動する必要がないため、日程調整の自由度が高い。

品質 同程度

安全性 同程度
※立会人数が減少することで現場へ移動しない人の安全性を確保

立ち入り時の安全対策に対する申請の手間や、準備時間とコスト
を削減可能

周辺環境への影響 同程度

アピールポイント
従来は視界に入るため作業の邪魔になるという課題があったが、新
技術ではディスプレイを視界から外す事が可能となり、作業を邪魔
せずに利用できる。

コストタイプ 損益分岐点型：Ａ(Ⅰ)型

登録番号：KT-230023-A
技術名称：LTE搭載遠隔臨場スマートグラス「InfoLinker3」

本技術はハンズフリースマートグラスを装着した監理技術者と遠隔事務所（監督者等）のＰＣ間で映像
と音声をやりとりする遠隔臨場システムで従来は現場臨場による確認・立会で対応していた。本技術の
活用により移動や準備待ち時間等が減少するため経済性が向上する。

活用の効果

公共工事入札時に有利になる「NETIS」とは 登録内容（抜粋）

1. 技術評価点の向上
公共工事の際に「総合評価落札方式」において、
NETIS登録技術を使った技術提案を行うことで、技術
評価点の向上が見込めます。

メリット

2. 工事成績評定点の向上
NETIS登録技術を活用して施工を行うと、工事が完
成した段階で工事成績評表定点の加点対象になりま
す。

民間企業等により開発された新技術に係る情報を、
共有及び提供するためのデータベースであり、国土
交通省によって運営されている。の頭文字を取り、
ネティスと呼称されている。

若者が建設業界を敬遠する理由は、「きつい・汚
い・危険」の三拍子が揃っている「3K」の代表格と
いわれる業種のためです。 過酷な建設業の労働条件
を改善するためには、優れた技術を用いて作業の効
率化や先進性をアピールすることで、建設業に対す
るイメージを好転させることが必要。

NETIS登録技術の概略紹介

278



© 2021 WESTUNITIS CO.,LTD 5

スマートフォン スマートグラス

ハンズフリーで 作業しながら の利用が可能

作業者の 視覚を共有する ことが可能

現場のコミュニケーションツールは、現場に最適なデバイスへ

デバイスの変革

最大の利点

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 6

CONFIDENTIAL

産業用スマートグラス 遠隔支援ソフトウェア

奨励賞

スマートグラスソリューションのご紹介
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© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 7

CONFIDENTIAL主な導入分野･用途

作業手順を記憶に頼らず正確な
情報によるスムースな作業

製造業
管理者は遠隔地現場映像を見ながら

リアルタイムに作業確認、技術サポート

メンテナンス業
センターからの荷卸、配送場所の指示

と配送先での作業情報を保存

物流業

国土交通省が進める建設現場の
遠隔臨場に準拠した情報共有・現場視察

建設・土木
遠隔地の指導者が鮮明な映像と

ビデオ通話による的確な営農指導

農業・林業
医師の目線で術野を撮影

術野映像の共有と医療教育に活用

医療分野

本格的な普及に向け、現在様々な分野･用途で導入が進められています

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 8

CONFIDENTIAL

活用事例 導入前 導入後 効果

教育期間の短縮

平均 2ヶ月

社内集合研修
⇒現場同行OJT 3回
⇒見極め
⇒単独出動

平均 ３週間

リモート研修
⇒リモートチェック
⇒見極め
⇒単独出動

1/5 に短縮！

出張コストの削減
平均 5回/月

研修先へ出張

平均 2回/月

リモート研修に移行
出張費 40% 削減

フィールドエンジニアへの
サポート時間短縮

平均 20分/件

スマホでの電話やビデオ通話（作業が止まり、
指示も口頭で出しにくい）

平均 10分/件

作業しながら確認することができ、指示の
箇所もペイント機能で的確

メンテ時間 1/2 に短縮
ダウンタイム削減
→ 顧客満足度に寄与

撮影の効率化
（ウェアラブルカメラ利用時）

必要な箇所が写真に写っていない場合
があり、再度現場に行って再撮影が発
生することもあった

（プレビュー無しウェアラブルカメラ利用）

撮影ミスが激減、業務効率が大きく改
善した。

（プレビューが見れるので、必要な情報が
写った写真撮影ができる）

手戻時間 ゼロ
現場往復 ゼロ

ダブルチェックの省人化
安全パトロールの指示

2人一組で構内施設を巡回点検

人員削減により人数が揃わずに点検業務に支
障が出ていた

1人が点検、もう1人は施設拠点内か
らリモートチェックすることで、現場
人数が1名でもダブルチェック可能に

リモートチェック要員は複数人の点検箇所
をまとめてチェックできるため、人員削減
と作業効率向上

作業の省人化に成功

（これまでより少ない人員で同じ
品質で点検ができるようになっ
た）

スマートグラスの活用事例

作業サポート

作業サポート 作業ナビ

作業サポート

作業サポート 作業レコーダ

作業サポート
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© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 9

CONFIDENTIAL日本製LTE搭載スマートグラス「InfoLinker3」

長時間稼働と軽量化を実現し、作業を効率化する産業用スマートグラスです

カメラ

ディスプレイ

マイク

タッチパッド

バッテリー

スピーカー

骨伝導ヘッドホン

SIMスロット

ヘッドマウントの軽量化

業界初のLTE通信機能を搭載

稼働中のバッテリー交換による長時間稼働

誤認識の少ない音声コマンド操作

屋外雨天でも使用できる防塵・防水性能

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 10

CONFIDENTIAL

自社製ソフトウェア「LinkerWorks」搭載で、届いたその日からご利用可能。

スマートグラス「InfoLinker3」にできること

ビデオ通話による遠隔指示で現場作業支
援、作業の効率化、映像モニタリング

作業サポート 作業ナビ 作業レコーダ 作業ファイル

管理者が作成した作業要領に沿って作業
ペースの管理、作業記録を保存

作業者目線による作業映像を撮影し内蔵
ストレージに記録保存

端末に保存された写真や動画ファイルを
通信できない状態でも閲覧可能。

遠隔作業支援 作業ナビゲーション 作業記録保存 データ閲覧

遠隔臨場で利用
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CONFIDENTIAL遠隔支援クラウドサービス「 LinkerWorks 」の機能

遠隔支援への最適機能を搭載

3. 遠隔操作機能

装着者がスマートグラスの操作
を覚える必要なし

2. 管理者側の画面共有

作業者の手元になくても、図
面や資料を共有しながら説明

4. グループ通話機能

複数の人で複数の現場を
共有しながら会話が可能

1. ペイント機能

アレ・ソレでの指示ができ、
指示出しの効率が大幅アップ

「遠隔臨場」を実施しやすくする、作業サポート機能

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 12

CONFIDENTIAL

建設業就業者数の推移 建設業就業者の高齢化の進行

建設業入職・離職者数の推移 労働時間の推移

引用）https://www.nikkenren.com/publication/handbook/chart6-
4/index.html

建設業を取り巻く状況

現場は、A.I.ではなく、人が活躍できる領域だが、
より少ない人員で、効率的に現場作業をこなすことが求められる
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CONFIDENTIAL

産業用スマートグラス 遠隔支援ソフトウェア

奨励賞

スマートグラスソリューションのご紹介

© 2023 WESTUNITIS CO.,LTD 14

CONFIDENTIALお問合せ先

ウエストユニティス株式会社

営業部

wu_sales@westunitis.co.jp

営業窓口：050-5445-5381

283



技 術 概 要 
 

技術名称 KOLC+ 4D工程表 
担当部署 ソリューション営業部 

担当者 志戸 舞子 

NETIS登録番号 KT-220179-A 電話番号 050-5527-5284 

会社名等 株式会社コルク MAIL support@kolg.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

従来は一般的な紙等の工程表施工図で工程管理を行っているため、視覚的な確認、現場で

の進捗の入力や工程の修正に手間が掛かるという課題があった。 

現場で4Dシミュレーションが確認でき進捗の入力や工程の修正を可能にし、施工性の向上

を図りたい。 

 

２．技術の内容 

BIM/CIMモデルと工程表を連携しクラウド上で4D施工シミュレーションを共有できる。 

 

３．技術の効果 

①打合せにおける設計の手戻り、作業負担の軽減等が実現でき、打合せ場所の設定、担当

者が移動する負担がないため、施工性の向上および工程の短縮が図れる。 

②現場で4Dシミュレーションが確認でき、進捗管理等が可能になるため、施工性の向上が

図れる。 

③BIM/CIMモデルと工程表を連携し、4Dシミュレーションによる対象箇所が視覚的に確認で

きることで、設計シミュレーション、施工ステップに関する具体的なイメージ共有が可能

となり、正確な合意形成が可能となるため、管理品質の向上が図れる。 

 

４．技術の適用範囲 

BIM/CIMモデルを使用する工事。 

 

５．主な活用工事 

道路、橋梁、河川、ダム、鉄道、プラント、電力系などさまざまなインフラ工事で活用。 
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６．参考資料 
◆KOLC+ 4D工程表について 

BIM/CIMモデルと工程表を連携し、クラウド上で4D施工シミュレーションを共有・編集できます。 

Autodesk Navisworks のタイムライナー設定から自動生成し、進捗遅延モデルの抽出も可能です。 

 
 

 
データ提供：瀧上工業株式会社／オフィスケイワン株式会社 

国土交通省 九州地方整備局 大川高架橋上部工（P39～P44）工事 
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